
令和5度 介護労働懇談会（市町村部会）の開催 大分支部

開催日時：11月１５日（水曜日） １０：００ ～１１：４０

写真、チラシ等を添付

テーマ・議題

討議内容

事務局からのコメント

主な参加機関

①大分県介護労働懇談会市町村部会設置要綱の説明

②市町村における介護人材確保、他課題についての考え

③ 講 演 ： 「 介 護 人 材 確 保 に つ い て 」
社会保険労務士法人ウインツ 工藤和義氏

（事前アンケートを元に討議実施）

県下17市町村 大分県福祉保健部高齢者福祉課
社会保険労務士法人ウインツ
介護労働安定センター

この介護労働懇談会市町村部会で各市町村で取組んでいる事例を持ち寄ることで、良い方法を見出す良い機会になれば
いいと思います。市町村の人事異動で情報が途切れることの無いよう、今後も年2回の開催を計画していきます。

介護労働懇談会開催報告書（様式1）

１、大分県介護労働懇談会市町村部会設置要綱について
設置経緯と意義を説明

２、大分県各市町村の「人材確保について」の取り組みについて討議（事前アンケートによるテーマ設定）

・中津町・・・介護報酬について、賃上げは不可欠。しかしパート職員は労働時間が問題。。
・日出町・・・処遇改善加算の理解が問題。加算が適切に職員に還元されているか。
・臼杵市・・・賃金台帳のチェック等、今後検討。。
・日田市・・・初任者研修、実務者研修の受講者一部補助。
・竹田市・・・BCP策定懸念。ロボット、ICT補助金については周知が大切。
・豊後大熨・・R6年度国の方針に沿って集団指導等を行っていきたい。
・津久見市・・外国人材確保について都市部と地方の各債を感じる。
・佐伯市・・・ケアマネ不足で休止、定員抑制が起きている。
・佐伯市・・・資格取得助成金の拡大を検討。（ケアマネの主任取得等） 財源確保の好手は？
・由布市・・・ケアマネ不足が深刻。処遇改善加算は事務の簡素化が必要
・宇佐市・・・外国人材の受入れに注力している。居住地の問題。
・国東市・・・ケアマネ、ヘルパーの不足が深刻。
・豊後高田市・来年度より市独自の女性を計画。
・九重市・・・第9期計画に人材確保をどう盛り込むか検討中。
・別府市・・・人材確保、特にケアマネ不足は深刻。
・大分市・・・殊遇改善加算の書類チェックの問題。デイサービス、グループホームの人材不足。

３、講演： 「介護人材確保のについて」 社会保険労務士法人ウインツ 工藤和義氏

４、大分県福祉保健部高齢者福祉課（オブザーバー）
今後のとりくみについて 介護現場革新 外国人活用
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